
令和５年度 第２回学校評価アンケート

１ 調査実施期間 第２回令和６年１月１９日～１月３１日

２ 回答者数 児童４７名 保護者３４名 教職員１２名

３ 回答形式（マークシートで以下の４項目から選択回答）及び結果の表示
４点法の平均評定値
（４：よくあてはまる ３：だいたいあてはまる ２：あまりあてはまらない １：あてはまらない）

４ 質問事項の表記が、児童・保護者・教職員では異なっているため、ここでは児童用のアンケート
項目を示す。

中段の（数字）は９月に実施した第1回との比較
下段の（数字）はR４年度第２回との比較

調査項目（児童のアンケート項目） 児童 保護者 教職員
①元気に 進んで あいさつをしている。 ３．６ ３．２ ３．８

（+０．１） （-０．１） （+０．１）

（±０） （±０） （+０．３）

②友達のいやがることをせずになかよくすごしている。 ３．９ ３．７ ３．８
（+０．１） （+０．１） （+０．１）

（±０） （-０．１） （+０．２）

③「ありがとう」や相手が嬉しくなる「あったか言葉」を使っている。 ３．８ ３．４ ３．７
（+０．１） （±０） （±０）

④授業がよく分かる。 ３．６ ３．１ ３．０
（±０） （+０．１） （±０）

（+０．１） （-０．１） （-０．２）

⑤学習用端末（クロムブック）を使っている。 ３．７ ２．９ ２．８
（±０） （+０．３） （±０）

（+０．１） （+０．５） （-０．１）

⑥授業中、友達や先生の話をよく聞いている。 ３．８ ２．９ ３．３
（±０） （+０．１） （+０．２）

⑦家庭学習に取り組んでいる。（学年×10＋10分） ３．４ ３．０ ３．１
（-０．１） （+０．１） （+０．２）

（±０） （±０） （±０）

⑧授業中、自分の考えをいろいろな人に伝えることができる。 ３．３ ３．０ ３．４
（+０．１） （+０．１） （+０．５）

（±０） （+０．１） （+０．２）

⑨授業が楽しいと感じる。 ３．６ ３．４ ３．５
（+０．３） （+０．２） （+０．３）

（+０．２） （-０．１） （±０）

⑩規則正しい生活（早寝・早起き・朝ご飯）をしている。 ３．３ ３．２ ３．３
（-０．１） （+０．２） （+０．３）

（-０．３） （±０） （+０．１）

⑪外で週２回以上遊んでいる。 ３．６ ２．７ ３．２
（+０．３） （-０．１） （+０．７）

（+０．１） （+０．１）

⑫自分のよいところを知っている。 ３．１ ３．０ ３．５
（-０．１） （+０．３） （±０）

（±０） （-０．１） （-０．２）

⑬学校では、自分が活躍できる場面がある。 ３．３ ３．２ ３．５
（+０．１） （+０．１） （+０．２）

（+０．２） （+０．１） （+０．３）

⑭先生は困っていることに相談にのったり対応したりしてくれる。 ３．８ ３．６ ３．３
（+０．１） （+０．３） （-０．４）

（+０．１） （+０．３） （-０．２）

⑮便りや連絡帳、ホームページなどで学校の様子や連絡を伝えている。 ３．６ ３．６
（+０．２） （+０．２）

（+０．２） （+０．１）



【アンケート結果から】

○ 児童②「友達のいやがることをせずになかよくすごしている。」の項目が3.9と高い
数値になっています。このことから、児童が友達と良好な関係を築けていることがう
かがえます。また、全ての児童項目において、3.1以上となっており、児童が様々な
活動を頑張ったことが感じられます。

○ 保護者⑤「学習用端末（クロムブック）を使っている。」が１年前と比べて+0.5の
2.9となりました。家庭学習の１つとして、宿題＋ e ライブラリを行う児童が増えて
きたことがうかがえます。今後、ペーパーレス化の取組の１つとして、今まで紙に印
刷して配布していたおたより等をクロムブックでお知らせしていくことを考えていま
す。日々持ち帰りをしているクロムブックを有効活用できるように考えていきますの
で、どうぞよろしくお願いします。

△ 児童⑩「規則正しい生活（早寝・早起き・朝ご飯）をしている。」の項目が、昨年
度より－0.3の3.3でした。児童アンケートで唯一、昨年度より低くなった項目です。
最近、「朝食を食べない日がある。」とか「寝る時刻が遅くなった。」など思い当たる
場合は、一度家族で話し合っていただけるとよいかと思います。

△ ⑫「自分のよいところを知っている。」の項目が伸び悩んでいる所です。学校では、
「児童の良いところをその場で伝える。帰りの会等で全体に伝える。」ことを意識し
て行っています。また、道徳や学級活動などで児童の良さを伝えたり、児童の良さが
目に触れるよう教室に掲示したりする活動を継続して行っていきます。ご家庭でも、
引き続き、結果ではなくその子のよい行動や頑張りを褒めていただければと思います。

今年度も色々とご協力をいただき、ありがとうございます。どのようなことでも気に
なることがありましたら、学校までご連絡ください。


